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東アジア I
中国，台湾，南・北朝鮮，モンゴ

ル，チペット ，香港， 日本

7月15日

令中国寧波海洋漁業公司，漁船沈没

事件でアメリカしこ損害賠償要求。

令中国総工会代表団，ライプチヒか

ら帰国。

7月16日

令中国外交部，インドに覚え書きを

送り，インド軍がチベットに3つの

軍事拠点を増設したことに抗談し，

その撤去を要求した。

令陳毅中国外交部長，ジュネーブへ

の途中モスクワ着。

令韓国軍事法廷，張勉元首相をク ー

デタ ー計画を援助したかどで軍事裁

判にかけることに決定したと発表。

令韓国国家再建最高会談，張勉元首

相がクーデター計画に加担したこと

は確認したが処罰はしないことに決

定したと語る。

令平捩放送の伝える北朝鮮内閣中央

統計局の発表によると，本年上半期

の同国工業総生産実績は計画の

102.3％と超過達成された。

7月17日

令中国・チェコ・バーター議定書北

京で調印。

命ソフィアで中国プルガリア文化協

力協定10周年祝賀会。

命西 ドイツの軍事情報担当筋，中共

の大型潜水艦2隻が約6週問以内に

地中海に到着し，アルパニアのパロ

ナ海軍基地に駐泊するだろうと述べ

る。

令日ソ漁業条約に基づき日本側のサ

ケ・マス礁獲事情を調査するソ連樵

業調査団来日。

令日本とオーストリ アとの貿易交渉

はこのほど妥結，交換書に仮調印。

會沖縄の初代民政官シャノン・マキ

ジ ァ 日

7月 15日 8月 14日

ューン氏，那覇に着任。

令日本，南ヴェトナム両平和代表，

モスクワで共同声明。

7月18日

會新華社電によると， i番自力眈イン
ド中国大使は任期満了のため帰国。

7月 19日

令郭沫若中国平和委主席，ア メリカ

の南ヴェトナム武力侵略を非難。

令中国・アフガニスタン，今年度パ

ーター議定書調印。

7月21日

令1962年度の中・ ソ科学交流計画，

モスクワで調印さる。

令キューパ・中国文化協力協定1962

年度実施計画議定書調印さる。

令新華社電， 「新彊ウィグル自治区

に侵入したインド軍は同地の中共側

監視所に攻撃を加えた」と報道。こ

の地区はラダク地区の要衝。

令日本の対インド中小企業機賊輸出

委員会とインド中小企業公社とは，

日本がインドに供与する，第 2次円

借款の一部で日本から中小企業プラ

ントを轍出する契約を結んだ。

7月23日

令中国仏教協会，出口栄二大本教総

長と懇談。

7月24日

拿インドネシア政府の要請で， 日本

プラン ト協会は 8月同国に調査団を

派遣する。溶性リン肥のプラント輸

出に関する調査のため。

7月25日

令中国，インドネシア政府に，第4
回アジア大会から台湾代表チームを

除外するよう要求。

今北京でキ ューパ革命 9周年祝賀

会。

7月26日

令中国外交部，アメリカ機侵入で210

回目の警告。

誌

令周恩来総理，出口大本教総長と懇

談。

7月27日

令劉少奇中国国家主席，北ヴェトナ

ム大使に前ブルガリア大使の朱其文

氏を任命。

令韓国で新聞記者の逮捕つづく。23,

24日には「朝鮮日報」の記者 2人，

膚南日報」の記者1人が逮捕され

ている。

令第2次大戦中日本軍のタイ ・ビル

マ鉄道工事に従事したマラヤ人の遣

族会，同会の主張する補償要求をた

だちに考慮するよう池田首相に書簡

を送ったと発表。

令松下電器はさきにインドネシアに

1万台のテレビ帷出に成功したが，

さらに 1万台の輸出交渉を進めてい

ると発表。
命滞日中のタンガニーカのカハマ商

工相， 日本に対するガット35条の撤

回について考慮したいと語る。

7月29B 

令中国の人民解放軍の生産支援，200

万労働日に達す。

令フルシチョフ首相， ウクライナの

水力発電所開所式に出席，中国への

送電を協議中と語る。

令米綿委託加工にかんする日本，イ

ンドネシア交渉が合意に達した。こ

れにより日本はインドネシアがアメ

リカから受けとる原綿の80％を加工

することに決定。

令フ ェルト・アメリ カ太平洋統合司

令官は，沖縄， 日本，韓国歴訪の途

についた。

令丸紅飯田，ョルダンのアンマンか

らサウ ジアラビアのメジナに至るヘ

ジャース鉄道（回教徒の巡礼のため

の鉄道）を修復する工事の契約に調

印。

7月30日

今中国紡織専門家，インドネシアか

ら帰る。
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.日本政府，ラオスに118万ドルの借

款供与を決定。

7月31日

令韓国内閣広報部， 全新聞 ・通信社

に対し，政府の要求する必要条件に

従うか，自発的に閉鎖あるいは合併

するかの選択を行なうよう指令。

.日加貿易会談はじまる。

8月 l日

.中国政府， セイロ ン政府の求めに

応じて借款供与協定の有効期限を 3

年間延長するこ とに同意し，コ ロン

ボで覚え書きを交換。

傘北京放送による と中共機関紙人民

日報は社説で台湾解放を強調，祖国

を統一し，極東，アジア，世界の平

和を守ると述べる90

令北京で中国ヴェトナム科学技術協

カ議定書調印。

令斡国軍事政権捜査当局，東亜日報

の論説委員，編集局幹部ら 7人を同

紙の新憲法問題にかんする社説に関

連して喚問。

令チベッ ト児童の教科書，大量に発

行さる。

令ラオスのプーマ首相来日。

8月2日

令中国映画協会，インドネシア映画

協会と共同声明に調印。

命プーマ首相，池田首相 ・大乎外相

と会談し，ラオス新政府への協力と

経済援助の拡大を要請。

8月3日

令ルガノのイタ リア語放送でのイン

タビュ ーで，陳毅中国外相， 中国は

核兵器の開発を開始したばかりであ

り，核兵器の保有はかなり将来にな

ろうと述べる。

舎韓国の新聞東亜日報は同紙副社長

兼主筆高在旭氏と同論説委員黄山徳

氏が軍政権によって逮捕されたと報

道。

8月5日

令中国の河南，山西両省で3新炭鉱

が生産開始。

今新華社電によると，陳毅中国副総

理兼外交部長， ジャマイカのアレキ

サンダー・ ブスタ マンテ首相にジャ

マイカ独立の祝電を送り，同国を承

認。

8月6日
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令中国外交部，国境問題話し合いに

関するインドの提案に同意。

令新華社電によると， 日本金属共闘

会議の招きで日本を訪問する中国機

械労組代表団，北京を出発。 • 

8月7日

令韓国電力株式会社}日本の富士車

梱株式会社との問に250万米ドル相

当の鉄鉱石輸出とバータ ーで市街電

車80両を輸入する契約に調印。 ・

8月8日

令10月に朝鮮最高人民会巖の代表選

挙。

令韓国の経済5カ年計画に必要な外

、資溝入として，韓国とイタリア，フ

ランス両国との問に総額 1億2000万

の禅入の調印が行なわれた。

令国府の某高官，日本政府がもし対

中共貿易を行なうよう になれば，国

府は日本に厳霞警告するだろう と言

明。

令日本の訪ソ経済使節団，羽田を出

発。

8月9日

令憲法問題をめぐる社説問題で逮捕

されていた東亜日報主筆，高在旭氏

釈放される。

8月10日

令朝鮮党経済担当者会議開く 。

令アメリカ下院歳出委員会，在日米

軍施設計画の今会計年度分 として

346万6000ドル，沖縄の軍施設に1486

万6000ドルを支出することを承認。

令イン ドネシアのスバンドリオ外相

来日。

8月11日

令インドネシアのスバンドリオ外

相，池田首相と会談， さらに大平外

相とも会談。 日本側は同国の経済開

発のため2135万 ドルの借救供与を約

す。

令日本とインドネシアとの第4次米

綿委託加工取り決めに，大平外相と

スパンドリ オ・イン ドネシア外相が

調印。

8月 12日

令韓国の朴正熙最高会議議長， 「来

年夏の民政移管構想は変更しない。

強力な新政党を望む」と語る。

令平壊放送によると， 北朝鮮では10

月8日に最高人民会議の代議員選挙

を実施すると発表。

8月 13日

令国府の国民党スポークスマン，立

法院会議で「2つの中国の問題を解

決するただ 1つの途は中国大陸に反

攻することである」と強調。

令台湾のパラコレラ広がる。

I東南アジア I
フィリピン， クイ，南 ・北ヴェ

トナム， ラオス， 力‘ノポジア，マ

ラヤ，ツンガポール，イソドネ

シア，北ボルネオ，サラワク

7月15日

令南ヴェトナム耽留アメリカ軍スポ

ークスマン，アメリカ軍のヘリコプ

ターがヴェト コンに撃墜されたと発

表。

令ビェンチ ャン放送， 「ラオス連合

政府は 3派連合軍を創設し，ビェン

チャン， Jレアンプラバン，ジャール

平原に配置する ことを決めた」と報

道。

7月16日

令タイは同国がカンポジアと争って

いた国境にある古寺プラビハーンか

ら国際司法裁判所の決定に従って完

全に撤退。

令国際自由法律家協会，愛国的青年

に対する南ヴェトナム当局の死刑の

判決に抗議。

令 「ラオスの声」 放送， 「SEATO
加盟国のジェット機がラオスのジャ

ール平原，カンカイ，シ ェンクワン

に侵入した」 と報道。

7月17日

令ラオス国際会議の英ソ代表，次期

本会議を21日に開き， 23日にラオス

中立についての国際協定の調印式を

行なう ことに意見が一致した。

命インドネシア議会，政府に総動員

の権限を与える法案を可決。これに

よって同政府は国防のため18歳から

50歳までの男女を徴兵できる。

拿スカルノ・インドネシア大統領，

西イリアン問題でオランダと公式会

談を開く・可能性を検討するため外相

をワシントンに派遣すると発表。

令オマ ール ・ダニ・ インドネシア空

軍参謀長，インドネシアはソ連製ミ



グ21型ジェット戦闘機を保有してい

ると言明。

令ジャカルタの特別空軍法廷，去る

5月14日スカルノ・インドネシア大

統領の暗殺を企てた犯人に死刑を宣

告。

7月18日

今タイ蔵相，西ドイツがタイ tこ5500

万マ）レクの借款を供与したと述べ

る。

命南ヴェトナム解放戦線，ジュネー

プ協定調印 8周年に声明発表。

令インド ネシア外国為替管理局， 3 

カ月未満の短期旅行者にたいし，）レ

ピアの特別レートを発表。同日から

実施。

令インドネシア労組代表団，北京着。

7月1_9日

令タイのタノム副首相， 「タイはラ

オス中立宣言に調印する」と言明。

命ビェンチ ャンーハノイ問の電信回

線再開。

魯ヴェト ナム通信，ヴェトナム問題

解決のため共産側諸国は新たなジュ

ネーブ会議の開催を提案するだろう

と報道。

令スバンドリオ・インドネシア外相，

ワシントンで西イリアン問題解決の

ためラス ク長官と会談。

魯ミコヤン・ゾ連第 1副首相，イン

ドネシアヘ出発。

7月20日

令新華社電，アメリカがタイに供与

すると発表したT28A型機30機のう

ちの最初の7機がタイに到着したと

報道。

令北ヴ ェトナム外務省，アメリカの

南ヴェトナム侵略白書を発表。

命ラオス連合政府，国府の駐ラオス

大使がバッタナ国主に会見，信任状

を提出したことを認める。

令カンボジア，ア メリ カに兵器供与

を要請。

令外交筋が明らかにしたところによ

ると，西イリアン問題についてのオ

ランダ・ インドネ シア会談で，主権

移管の条件についての 2点で暫定的

合意に達した。

令約 800人のオランダ兵を乗せた増

援輸送船ニューギニアに到着。

7月21日
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令ラオス国際会議 「ラオス中立に

関する宣言」と国際監視委の任務や

外国軍の撤退を要請した 「付属議定

書」を採択。

7月22日

令北ヴェトナム軍事法廷，ゴ・ジン

ジェムのスパイに判決。

7月23日

舎南ヴ ェトナム大統領の実弟，ゴ・

ジンニュー氏，アメリカがラオスの

中立を支持したことを非難。

命ホー・チミン大統領，外国代表と

会見。

令14カ国外相，ラオス中立協定に調

印。統一ラオスが発足。

令 ミコヤン・ソ連第 1副首相，ジャ

カルタ訪問終わる。スカルノ大統領

と共同コミ ュニケを発表し，その中

でインドネ シアの西イリア ン解放闘

争を支持すると述べた。

命インドネシア労組，団体，アメリ

カ軍の南ヴェトナム撤退を要求。

7月25日

今フォンサバン・ ラオス内相， 「ラ

オス連合政府は中華人民共和国だけ

を承認する」と言明。

今インドネシアと中国の当局者，ジ

ャカルタで中国の対インドネシア借

款供与協定 (3000万米ド）レ）に調印。

7月26日

令ラオスのプーマ首相アメリカを訪

問。ケネディ大統領， ラスク長官ら

と会談の予定。

令スパンドリオ・インドネシア外相，

ケネディ大統領と西イリアン問題に

ついて協議。

7月27日

令マカパガル ・フィリヒ ン゚大統領，

フィリピ ン，マラ ヤ，シンガボー）レ，

プルネイ ，サラワ ク，北ボルネオを

包合する「大マラヤ国家連合」の設

立を提唱。

令アメリカ国防省， 「5月にタイに

配置されたアメリカ海兵隊の残り全

員は撤退中である」と発表。

令ラ オスの 3派休戦委員会，（1）各派

軍の軍隊は現状を維持，（2）軍事増強

はしない。 (3)各派部隊はお互いに攻

撃しないの 3点で合意に達した。

令プーマ首相，ケネディ大統領 ・ラ

スク長官とそれぞれ会談。ア メリ カ

，．．．＿．．．9-日
誌

は援助継続を確約。

7月28日

令アメリカ， タイに戦略道路建設の

ため多額の借款と，軍艦，上陸用舟

艇を贈与。

令タタイの人口， 2600万を越える。

令イギ リス訪問中のラ ーマン・マラ

ヤ首相，マクミラン首相と会談。マ

レーシア連邦結成について合意に達

した。

舎スカルノ大統領， ワシン トンでオ

ランダとの西イリアン交渉中のスパ

ンドリ オ外相らをジャ カルタしこ召還

する ことに決定。

7月29日

令西イリアン問題にかんするオラン

ダ・インドネシア会談再開。

7月30日

令SEATO加盟のジェット機， ラ

オス領空を侵犯。

令西イリアン問題にかんするインド

ネシア首脳会談開く。会議後ジュア

ンダ首席閣僚は「イリ アン問題につ

いて乎和的解決は有望，スバンドリ

オ外相の帰国予定を変更し 8月2日

に帰国する」と語る。

令ワシントンの信ずべき筋によれ

ば，西イリアンをめぐるインドネシ

ァ， オランダの予備交渉は合意。パ

プア人の自決権も含まれている。

令西イリアン交渉妥結。西イリアン

行政権を来年5月までにインドネシ

アに委譲することで意見が一致し

た。

7月 31日

令ASA（東南アジア連盟）加盟の
マラヤ， タイ， フィリピ ン 3国は，

入国査証手続きを簡素化するむねの

協定に調印。

會ハリマン米国務次官補， ラオス駐

留のアメリ カ軍事関係者たちは数日

中に撤退を開始すると言明。

令コン・レ将軍， ラオス人民に連合

政府とジュネープ協定を守るよう呼

びかけ。

命マクミラン・イギリス， ラーマン・

マラ ヤ両首相，マレーシア連邦につ

いて最終的な会談を開き，同連邦に

関する協定に調印。

8月1日

會マクミラン・イギリス， ラーマン ・

I Iぅ
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マラヤ両首相，マライシア連邦創設

に関する共同声明を発表。それによ

ると同連邦は来年8月までに結成さ

れる。

8月2日

令アメ リカ製ジェット戦闘機 1機が

ラオスに侵入。同地のスボークスマ

ン， これらはSEATO加盟国の飛
行機で領空侵犯は80回余に達してい

ると述べる。

令フィリヒ°ンの大統領官房，対日賠

償協定のもとでフィリヒ°ンは日本か

ら1000万米ド）レ相当の消費物資を買

い付けることに決定したと発表。

8月3日

令オーストラリアの軍事教官の一

団，サイゴンに到着。

傘マラャのラザク副首相，マラヤ政

府はマレーシア省を新設すると発

表。

8月4日

會サイゴンの信頼できる筋は「南ヴ

ェトナム軍はベトコンとの戦闘で本

年前半期に7000人の死傷者と行くえ

不明者を出し，死者は2500人にのぼ

った」と述べる。

令スカルノ ・イ ンドネシア大統領，

オランダとの西イリアン（西ニュー

ギニア）平和解決に関する正式な本

会談に同意することを表明。

8月6日

.北ヴェトナムで反米闘争月問に

200万人が参加。

令消息筋によると，ヴ ェトコ ンはタ

ムタンを占領。

令オランダ政府，今月中旬ニューヨ

ークで行なわれるインドネシアとの

西イリアン問題正式交渉に参加する

ことを決定。

8月7日

令イギリス政府， フィリヒ ン゚に覚書

を送り，イギリス領北ボルネオの主

権問題についてフィリヒ°ンと協議す

る意思はある と述べる。

.ファン・パンドン首相，南ヴェト

ナム問題もラオス方式で解決できる

と強調。

令ラオス危機のため 5月17日以来タ

イに進駐していたアメリカ海兵隊の

撤退終わる。

8月8日

令アメリカ，タイヘ470万パーツの

財政援助を決定。

8月10日

令ホランジアのオランダ当局， オラ

ンダとインドネシアの海軍部隊はミ

ソール島沖で交戦，ィンドネシア部

隊は退却を余儀なくされたと発表。

8月 12日

令アメリ カとタイ，軍用航空通信施

設協定に調印。

令アメリカ，また南ヴェトナム当局

に上陸用舟艇を供与。

8月13日

今ヴェトナム紙，東ドイツ平和条約

調印を主張。

令ラオス政府，閣厳でラオスの北朝

鮮，モンゴル，ハンガリ ー，プルガ

リ，アインドネシアの承認を決定。

8月 14日

令エカフェ（国連アジア極東経済委

員会）加盟国のうち19カ国の代表が

パンコクでアジア経済開発協会 (A

I ED)設立と運営について討議す

るため会議。

舎ゴ・ジンジェム機，北ヴェトナム

領空侵犯。

令オランダ，国連に対し，インドネ

シアが西イリアン交渉の最中あらた

な降下部隊を降下させたことに抗

議。

I南アジア I
イソド，パキスクン，セイロソ，

ビルマ，ネパール， プーク` ノ

7月15日

令インド政府スポークスマン，ラダ

ク地区に進出していた中共軍部隊は

さらに撤退し，同地区の情勢はいっ

そう緩和されたと発表。

7月 18日

令カルカッタ市民，アメリカの核実

験に反対デモ。

7月19日

令インドのマドラス州の各地で生計

費値上がりに抗議した反政府デモが

行なわれ約5000人が逮捕された。

7月22日

今インド外務省「中印国境のラダク

地区で中国軍がインド軍に発砲，イ

ンド側も応戦した」と発表。

令ニューデリ ーの外交消息筋が語っ

たところによれば，フルシチョフ首

相は中国・印度両国首脳に両国国境

問題で自重するよう勧告した。

令ジュネーブ滞在中のメノン ・イ ン

ド国防相，陳毅中国外相と中印国境

情勢を討議。

令ニュ ーデリーの『サンデー・ スタ

ンダード』紙， 「インドはソ連のミ

グ戦闘機を賄入することに原則的に

決定した」と報道。

7月23日

令ネール首相，インド ・中国両国軍

隊が21日に砲火を交えたカシミ ール

のラダク地区の情勢は重大だと述べ

た。

7月24日

今 ミコヤン副首相，インドネシアか

ら帰国の途中インドに立ち寄り，ネ

ール首相と会談。インド第3次経済

5カ年計画に対する ソ連の経済援助

について討識したもよう。

7月26日

令バキスタンに新しい通信社 「ウル

ズー・プレス・サービス」が発足，

業務を開始。同社はパキスタンで最

初の国語を使用する通信社。

7月28日

令インド国防省， ミグ戦闘機の避入

問題について代表団を派逍し， ソ連

政府と正式に交渉を開始すると発

表。

7月30日

令バキスタン政府， 「選挙制度審議

会」と「回教思想諮問委員会」を新

設。

◇第6回対インド債権国会議が開か

れ，インドの第3次5カ年計画の第

2年度に対する援助10億7000万ドル

を提供することを決定。このうち日

本は5500万ドル。

7月31日

令ソ連製ジェット戦闘機ミグ21の購

入について交渉するインド国防省の

調査団，モスクワヘ向かう。

8月2日

♦EEC閣僚会議イギリスに対し
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ィンド，パキスタン，セイロンの茶

を，拡大されたヨーロッパ共同市場

に無税で輸入させることを決定。

8月3日

多インド外交筋， もしアメリカがボ

ンベイに設置予定の原子炉2基の原

子炉工場にたいする入札のさい「国

際究察」を主張するならアメ リカの

入札を拒否するだろうと示唆。

8月6日

命インド，ウ・タント国連事務総長

に書簡を送り，ィンドは大気圏上層

部と地球磁場を科学的に研究する国

連ロケット基地を提供したいと述べ

る。

令西ド イッ経済省，西ドイツはイン

ドに4億7000万マルク（約 1億ドル）

の借款を与える協定に仮調印。

8月7日

令ネール・インド首相，中国がチペ

ットにある インド総領事館と インド

をつなぐ無線施設をしゃ断したこと

を明らかにした。

令アユブ ・カー ン ・パキスタ ン大統

領， 「バキスタン，イラン，アフガ

ニスタンの隣接3国は連合国家を形

成すべきである」と演説。

8月14日

令ネール・インド首相，下院で中印

国境紛争問題について，武力衝突は

戦争に発展する危険があると警告

し，紛争を避けるため話し合う必要

があると述べる。

I西南アジア I
アフ ガニスタ ソ， イラ‘ノ， イラ

ク，サウジアラビア，レバノン，

ョルダ｀ノ，イスラニル， ．ンリア，

バーレン， クェート，カクール

7月18日

令イランのアミニ内閣，総辞職。

7月 19日

令イラン国王，前首相にアサドラ・

アラム氏を任命。新首相はただちに

組閣工作に着手。

7月21日

令イランのアラム新首相，組閣を完

了。パーレビ国王の前で信任式が行

なわれた。

7月28日

命シリア，アラプ連盟理事会の緊急

会議を招集するよう要請。ナセル・

アラ ブ連合大統領の 「目にあまる内

政干渉」について討議。対抗措置を

とるため。

8月1日

傘イランのパーレビ国王，アフガニ

スタンとパキスタンの正常関係回復

の努力をつづけるとのコミュニケを

発表してカプールから帰国。

8月6日

令タス通信，モハメッド ・ザヒル ・

シャ ー・ アフガニスタン国王はフ）レ

シチ ョフ ・ソ連首相の招きでモスク

ワに向かったと報道。

8月7日

令ヨルダンのワスフィ ・エル ・タル

首相，アラプ連合がフセイン・ヨ）レ

ダン国王の暗殺を企図 したと言明。

8月12日

命レバノン，アメリカ石油パイプラ

イン会社と新協定に調印。

Iアフリカ l
7月15日

アルジェリア，ベンベラ派の消息

筋，アルジェリアの対仏協力にかん

するエビアン協定は破乗されねばな

らないと述べる。

命チュニジアに約10万人のアルジェ

リァ避難民帰国。

7月 16日

令ァルジェリア民族解放軍(ALN)

司令部， ALN独自の通信社を設置
したと発表。「ALNP」と呼ばれ，

軍事関係の情報解説を提供する。

令アラプ連盟，全会一致でア）レジェ

リアの加盟を承認，アルジェリアは

第13番目 の加盟国 となる。

7月17日

令モロッコ，ギニア， マリ ，ガーナ，

アラブ連合の 5カ国，アルジェリア

内紛を調停するため代表団を派遣。

令ギニア大統領， タンガニー カ訪問

ヘ
゜令コンゴ ・カタンガ州の首都エリザ

ベトビルで婦人約 1万人が同市を封

鎖している国連インド部隊を襲撃。

7月19日

令アメリカ国務省スボークスマン，

アメリカその他国連加盟諸国はカタ

ンガ州に経済制裁を検討中と語る。

7月20日

令ウ ・タ ント国連事務総長， 「コン

ゴ情勢を討議するため安保理を招集

するつもり」と語る。

7月21日

令アラプ連合，ミサイル基地を建設。

令カイ ロ放送 「ア ラブ連合は最初の

宇宙ロケットの発射に成功した」と

報道。

7月22日

令ナセル ・アラプ連合大統領，エジ

プト革命10周年記念日の前夜に当た

り，シリアとの再連合を受け入れる

用意があると演説。

7月23日

傘アラプ連合，革命10周年を記念。

7月24日

令GPRA（ア）レジェリア臨時政府）
のヤジト情報相，われわれの国内問

題は解決寸前にあり，間もなく国の

団結は回復されようと言朋。

令国連のコ ンゴ問題委員会，国連の

コンゴ対策について協議，カタンガ

に対する武力行使など検討。

7月25日

令プ）レギパ・チュニジア大統領， 「ビ

ゼルト問題は解決した」と言明。

7月26日

令アラブ連合のヘダヤット科学研究

相， 「アラプ連合最初の原子炉建設

についての科学的基礎作業を完了。

諸国との科学協力を望む」と発表。

命チュニジア，建国 5周年を記念。

令国連安保理，｝レワンダ，プルンジ

両国の国連加盟の勧告案を承認。

7月28日

令ポルトガル，アンゴラに増兵。

7月29日

令南ローデシア人民同盟， 「イギリ

スが南ローデシアに早急に自由と独

立を許さないならサボタージュや流

血革命が起こるだろう」と警告。
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7月31日

會ポルト ガル領ギニアで，反植民地

闘争を強化。

令南ア政府，特別官報で，政府の許

可がなければ発言を公表できない人

物100人の名簿を発表。

8月1日

令ウ・タント国連事務総長，国連加

盟104カ国に要請状を送 り， コンゴの

再統一が失敗に終わった場合カタン

ガ州との貿易，財政上の関係を断絶

するよ う勧告。

會ガーナ放送によると， ガーナ情報

相は「エンクルマ大統領の乗用車に

爆弾が投げられたが大統領は無事だ

った」と発表。

8月2日

令ダルエスサラームの全アフリカ婦

人会議終わる。

8月3日

令イギリス当局と土地改革問題につ

いて協議のためロンドン滞在中のジ

チュル・ケニア蔵相行く え不明。

令ベルギー外務省，ルワンダにベル

ギ一軍を引きつづき駐留させる交渉

．が決裂したのでベルギ一軍は撤退を

開始したと発表。

令新華社電による と， マリ国民議会

代表団， 東ド イツ人民議会幹部会の

招きでモスクワからベルリ ンに到

着。

8月4日

今アメリ カ，イギリス， ベルギー 3

国は分離を主張している カタンガ州

を中央に復帰させるための措置につ

いて合意に達したとアメリカ当局者

語る。

令ガーナ警察当局，エンクルマ大統

領暗殺のために爆薬がしかけられた

事件は外国の破壊分子の仕わざだと

非難。

8月5日

舎新華社電によると，初の国営銀行

であるタンガニーカ協同組合銀行が

ダルエスサラムに新設された。

8月6日

令ァルジェリアFLN政治局メンバ

一発表。

令国連軍のスボークスマン，国連は

コンゴ中央政府の要請で国迎機を除

I I8 

くいっさいの航空機に国連管理下の

飛行場の使用を禁じたと発表。

8月7日

今コンゴ中央政府，カタンガ州と外

部世界問の郵便・電信連絡をいっさ

い禁止するむねのコミュ ニケ発表。

令ベルギー外務省，ジュネーブに滞

在中のツォンベカタンガ州大統領に

入国査証を発給しないと発表。

8月8日

令アフリカのカサブランカ諸国経済

委員会開会。カサブランカ諸国間の

貿易促進，共同市場設筐などを討議

する。

令アメリカ，アラブ連合へ借赦供与。

令信頼できる筋によると，イギリス

は国連とアメリカに対し，イギリス

はカタンガ州に対するどんな形の経

済制裁措置にも反対だと通告。

8月9日

珍ア）レジェリア暫定行政府，独立ア

ルジェ リア初の制憲談会の選挙規則

を公布，多くのヨ ーロ ッパ人の投票

が厳重に制限されるこ ととなる。

令ソ連，ア）レジェリア独立以来初め

て6500トンのソ連小麦をアルジ ェリ

ァ当局に公式に引き渡した。

.ベルギー，アド ウラ ・コンゴ中央

政府首相にたいし，カタンガ州政府

に対する制裁を中止するよう要求。

令ソ連，コ ンゴ駐在大使にセルゲイ・

ネムチナ氏を任命。

令ポル トガル政府，マカオ（ボル ト

ガル領）に駐留中のアフリカ人部隊

は全部今月末に引き揚げると発表。

8月10日

令ベオグラ ード放送，ア）レジ ェリア

はアラブ連盟への正式加盟申請を緊

急に審議するよう要請したと報道。

令コンゴ中央政府，国連の専門機関

の国際電気通信連合 (ITU)に対

し，カタンガ州と外部との通信連絡

を停止し，この決定を全加盟国に通

告するよう要請。

8月 11日

令ワルシャ ワ発新華社電によると，

ポーラン ド政府は）レワンダ共和国と

外交関係を樹立することを決定。

8月 12日

令アラブ連合とイギリス，イギリス

物資運輸協定に調印。

8月 14日

命ア）レジェリア高官筋，ア）レジェ リ

アは今後フラ ンスのサハラ核実験を

許さない意向であると言明。

Iその他 I
7月18日

令カイ ロで開かれていた中立国経済

会議， 69項目の最終宣言を採択して

閉会。宣言は低開発諸国への援助増

大，差別的経済障壁の撤廃などをう

たっている。

7月20日

令国連信託統治理事会，オーストラ

リアにたいし， ニ・ューギニアの独立

を要諮。

7月21日

會キューパで毛沢東，劉少奇の著作

を出版。

7月24日

令ブルガリア， ボー ランド，チェコ，

）レーマニア， 東ドイ ツ，朝鮮各紙，

ジュネープ協定を歓迎。

7月25日

今ラテン・アメリカ各国でキューパ

革命9周年記念祝賀行事。

令アメリカ下院， 「海外援助」法案

を可決。

今アルゼンチンの労組と学生，政府

の反民主的法令に反対。

7月26日

伶ア）レゼンチン諸政党，政党活動規

制法に反対。

7月30日

令ホリオーク・ニュージーランド首

相，イギリ スと欧州共同市場 (EE

C)の交渉に憂慮を表明，市場維持

の保証を強調。

8月6日

令ジャマイカ独立。

8月 10日

令国連植民地特別委員会，ボルトガ

）レ属領の即時独立を要求したAAグ

ループの一部とソ連，ボーランド，

ユーゴの11カ国が提出していた共同

決議案を採択。




